
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
八
号

.
二
〇
〇
四
年

三
月

日
本
陸
軍

の
中
国
に
お
け
る
新
聞
操
縦

森

田

貴

子

は
じ
め
に

第

一
次

世

界
大

戦

後

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
を

中
心

と

す

る
国

際

秩

序

が
解

体

す

る
と

、

ア
ジ

ア

に

お

い
て

は

、

ア

メ

リ

カ

、

日

本

、

中

国

が
主

導

権

を

拡

大

し
た

。

と

り

わ

け

、

中

国

に

対

す

る

ア

メ

リ

カ

の
威

信

の
増

大

と

、

中

国

ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

の

台

頭

に

よ

っ
て

、

ア
メ

リ

カ

は

中

国

に

対

し

、

経

済

的

、

イ

デ

オ

ロ
ギ

ー
的

に
主

(
1
)

導
権
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
秩
序
の
転
換
期
に
お
い
て
、
世
界

各
国
は
、
新
し
い
外
交
方
針
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
列
強
は
、
平
時
の
ア
ジ
ア
に

お
け
る
権
益
拡
大
の
方
法
と
し
て
、
文
化
的
な
方
法
、

つ
ま
り
、
新
聞
、
雑
誌
、

書
籍
、
講
演
、
活
動
写
真
、
幻
灯
、
広
告
、
宣
伝
ビ
ラ
、
教
育
、
慈
善
、
救
貧
、

施
療
、
宗
教
伝
道
、
労
働
慰
安
と

い
っ
た
各
種
の
社
会
事
業
に
よ

っ
て
、
自
国
の

政
策
擁
護
と
他
国
の
排
他
的
宣
伝
を
行

い
な

が
ら
、
ア
ジ
ア
に
接
近
す
る
よ
う
に

(
2

)

な

っ
た

。

こ

の

よ
う

な

時

期

に
、

日
本

陸

軍

は

、
中

国

に

お

い
て

「
チ

ャ
イ

ナ

・
ア
ド

ヴ

ア
タ
イ
ザ
i
」
を
設
立
し
て
、
日
刊
英
字
新
聞
を
発
行
し
、
通
信
社
を
設
立
し
て

漢
字
新
聞

へ
記
事
を
配
布
し
、
中
国
に
お
け
る

「新
聞
操
縦
」
を
行

っ
た
。
本
来
、

各
国
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
調
査
や
新
聞

・
通
信
社

へ
の
新
聞
操
縦
は
、
外
交
を
円
滑
、

且

つ
有
利
に
進
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
外
務
省
の
管
轄
事
項
で
あ

っ
た
。
陸

軍
が
新
聞
操
縦
を
行
う
こ
と
は
異
例
の
事
態
で
あ
り
、

一
九

一
九

(大
正
八
)
年

七
月
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
宛
次
官
電
報
控
に
は
、
「支
那
新
聞
操
縦

ス
ル
コ
ト

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ク

ク

ハ
…
…
外
交
事
務

ニ
シ
テ
、
軍
部
力
直
接

二
干
渉
ス
ヘ
キ
問
題

ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
勿

(
3
)

論
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
抹
消
さ
れ
た

「外
交
事
務

ニ
シ
テ
」
は
、
陸
軍
が

新
聞
操
縦
を

「外
交
事
務
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
陸
軍
は
中
国
に
お
い
て
新
聞
操
縦
を
独
自
に
行
う

必
要
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、

一
九

一
九
年
以
降
の
中
国
に
お
け
る
、
陸
軍
の
新
聞
操
縦
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

従
来
、
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行
に
つ
い
て
は
、
中
国
新
聞
史
の
分
野
か
ら
、

(
4

)

文
公
振
氏
が
中
国
新
聞
史
を
通
史
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
小
関
信
行
氏
は
五
四
運
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動
時
期
を
中
心
に
、
外
務
省

の
新
聞
発
行

へ
の
補
助
金
、
発
行
状
況
、
新
聞
業
界

(
5
)

の
盛
衰
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
中
下
正
治
氏
は
明
治
以
降
、
日
本
人
が
中
国
で

発
行
し
た
新
聞
発
行
数

の
推
移
、
創
刊
者

の
政
治
的
派
閥
や
思
想
等
に
つ
い
て
明

(
6
)

ら
か
に
し
た
。
大
谷
正
氏
は
日
本

の
対
外
宣
伝
研
究

の

一
環
と
し
て
、

一
八
九
四

年
か
ら

一
九
一
三
年

の
時
期

の
中
国

・
朝

鮮
に
お
け
る
外
務
省

の
新
聞
操
縦
に
つ

い
て
、
地
域
毎

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
新
聞
社

へ
の
直
接
補
助
か
ら

(
7
)

通
信
社

へ
の
情
報
提
供

へ
、
操
作
活
動

の
変
遷
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究

で
は
、
主
に
、
新
聞
発
行
史
の
通
史
的
観
点
と
、
新
聞
操
縦
に
つ
い
て
は
外
務
省

の
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
な
ぜ
、
中
国
に
お
い
て
新
聞
操

縦
が
重
要
で
あ

っ
た
の
か
。
な
ぜ
、
陸
軍
が
独
自
に
新
聞
操
縦
を
行

っ
た
の
か
、

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま

で
あ

っ
た
。

一
方
、
政
治

・
外
交
史

の
分

野
で
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
と
中
国
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
パ
リ
講

和
会
議
、
山
東
問
題
、
五
四
運
動
等
に

つ
い
て
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係

に
お
け
る
重
要
な
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
陸
軍
の
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

本
稿
で
は
、
先
ず
、
中
国
で
の
新
聞
発
行
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
、
対
中
国
政
策
意
見
書
か
ら
検
討
し
、
諸
外
国
が
中
国
で

新
聞
操
縦
を
行

っ
た
こ
と
の
意
味
を
明
ら

か
に
す
る
。
次
に
、
陸
軍
が
、
新
聞
操

縦
を
必
要
と
し
た
背
景
と
、
そ
の
実
態

に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
。

一

対
中
国
政
策
意
見
書
に
お
け
る
新
聞
発
行

1

寺
内
内
閣
成
立
期
の
対
中
国
政
策
意
見
書
に
お
け
る
新
聞
発
行

中
国
に
お
け
る
日
本

の
新
聞
発
行
は
、
日
本
の
対
中
国
政
策
に
お

い
て
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
、
寺
内
内
閣
成
立
期
の
対
中

国
政
策
意
見
書
か
ら
検
討
す
る
。

一
九

一
五

(大
正
四
)
年

一
月

一
八
日
、
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
が
中
国
に
対

し
、
二

一
か
条
要
求
を
提
出
す
る
と
、
五
月
二
五
日
の
調
印
に
い
た
る
ま
で
の
時

期
に
、
日
本
と
中
国
と
の
関
係
は
悪
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
不
信
は
強
ま
り
、

二

一
か
条
要
求
に
対
す
る
列
国
の
非
難
は
、
後
の
日
本
外
交
の
負
の
要
因
と
な

っ

(
8

)

た
。
大
隈
内
閣
倒
閣
の
真
因
が
、
二

一
か
条
要
求
提
出
に
代
表
さ
れ
る
対
中
国
政

策

の
失
敗
に
あ

っ
た
た
め
、

一
九

一
六
年

一
〇
月
九
日
に
寺
内
正
毅
内
閣
が
成
立

す
る
と
、
対
中
国
政
策

の
刷
新
が
最
も
重
要
な
課
題

の

一
つ
と
な

っ
た
。
寺
内
内

閣
の
対
中
国
政
策
に
関
す
る
最
初
の
閣
議
決
定
で
あ
る

一
九

一
七
年

一
月
九
日
ま

で
に
、
対
中
国
政
策
に
関
す
る
多
数
の
意
見
書
が
作
成
、
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
、
参
謀
本
部
第

一
部
長
宇
垣

一
成

「対
支
政
策

二
関
ス
ル
私
見
」
(
一
九

一
六

(
9
)

(m
)

年

一
〇
月
)、
大
内
丑
之
助

「帝
国
之
対
支
方
針
私
議
」
(
一
九

一
六
年

一
二
月
)

は
、
対
中
国
政
策
の

一
環
と
し
て
、
新
聞
経
営
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
言
及
を

行

っ
て
い
る
。

宇
垣

一
成

「対
支
政
策

二
関
ス
ル
私
見
」
は
、
日
本

の
対
中
国
政
策
に
つ
い
て
、

「
日
支
親
善
」
と

い
う

「陳
腐
ナ
ル
常
套
辞
」
、
「外
交
的
辞
令
」
を
唱
導
す
る
よ

り
も
、
「公
明
正
大

二
、
吾
人
ノ
要
求
ト
、
彼
ヲ
支
援

ス
ヘ
キ
程
度

ヲ
、
天
下

二

声
明
シ
…
…
支
那
ヲ
シ
テ
、
我
真
意
ノ
存

ス
ル
所
ヲ
了
解
セ
シ
メ
」
る
方
が
良

い

と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
宇
垣
の
述
べ
る
対
中
国
政
策
と
は
、
利
害
に
よ
る
誘
致

と
威
力
に
よ
る
強
圧
を
も
辞
さ
な
い
強
硬
な
意
見
で
あ
り
、
中
国
を
日
本
に
依
存

さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
人
口
の
移
殖
、
経
済
上
の
発
展
、
文
化
の
普
及
の
三
点
を

あ
げ
、
文
化
の
普
及
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
教
育
施
設
、
顧
問

・
教
習

・
技

師
の
派
遣
、
宗
教
の
伝
道
、
社
交
機
関
の
設
立
と
共
に
、
新
聞
雑
誌
の
経
営
を
提

案
し
た
。
宇
垣
の
考
え
る
新
聞
経
営
と
は
、
満
洲
、
直
隷
、
山
東
、
長
江
沿
岸
、
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福
建
、
広
東
等

に
、
「支
那
文

ノ
新
聞
或

ハ
雑
誌
ヲ
刊
行
シ
、
内
外

ノ
出
来
事

ヲ

紹
介
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
人
の

「智
見
ヲ
開
発
」
し
、
同
時
に
、
「帝

国
ノ
真
意
ヲ
正
当

二
理
解
、
徹
底
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
(
11
)

一
九

一
六
年

一
二
月

一
九
日
、
内
務
大
臣
後
藤
新
平
は

「対
支
政
策
ノ
本
案
」

を
貴
族
院

・
衆
議
院
の
各
派
代
表
に
配
布
し
た
。
こ
の

「対
支
政
策
ノ
本
案
」
は
、

大
隈
内
閣
期

の
対
中
国
政
策
を
批
判
す
る
と
共
に
、
対
中
国
政
策
改
善
の

「第

一

歩
」
と
し
て
、
「内
外
人
ノ
人
心
ヲ

一
新
」
す
る
こ
と
を
急
務
と
し
た
。
人
心

一

新

の
方
法

の
一
つ
と
し
て
、
後
藤
は

「支
那

ノ
動
乱

ヲ
挑
発
」
す
る
傾
向
の
あ
る

「我
国
人
ノ
言
行
ヲ
戒
メ
」
、
「支
那
浪
人
」

の

一
時
帰
国
の
必
要
を
指
摘
し
た
。

後
藤
の
意
見
書
に
は
、
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行
に
つ
い
て
の
論
及
は
な
か

っ
た
。

だ
が
、
こ
の

「対
支
政
策
ノ
本
案
」
作
成
に
あ
た
り
、
後
藤
は
大
内
丑
之
助
か
ら

「帝
国
之
対
支
方
針
私
議
」
を
送
ら
れ
、
大
内

の
意
見
書
を
別
紙
参
考
書
と
し
て

(
珍
)

「対
支
政
策
ノ
本
案
」
に
添
付
し
、
寺
内
に
提
出
し
た
。
大
内
丑
之
助

「帝
国
之

対
支
方
針
私
議
」
は
、
日
本
が
注
意
す
べ
き

こ
と
の

一
つ
と
し
て

「支
那
人
ノ
悪

感
ト
猜
疑
ト
ヲ
惹
起

ス
ル
ノ
言
論
、
又

ハ
所
為
」
を
避
け
る
こ
と
を
あ
げ
、
中
国

に
お
い
て
党
派
の
分
裂
に
乗
じ
た

「新
聞
紙

ノ
不
謹
慎
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

言
論
取
締

の
必
要
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
「
支
那
二
於
ケ
ル
我
文
化
ノ
普
及
」

の

一
環
と
し
て
、
上
海
、
北
京
、
奉
天
で

「漢
字
新
聞
ヲ
経
営
シ
、
我
帝
国
ノ
国
是

ヲ
周
知
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
、
上
海
で

「洋
字
新
聞
ノ
発
行
ヲ
計
ル
コ
ト
」
を
提
案

し
た
。
宇
垣
と
大
内
の
意
見
書
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
新
聞
発
行
の
目
的
を
、
「帝
国

ノ
真
意
」
「帝
国
ノ
国
是
」
を
中
国
人
に

「
正
当

二
」
伝
え
る
手
段
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
対
象
と
し
て
い
る
読
者
は
中
国
人
で
あ
り
、
発
行
さ
れ

る
べ
き
新
聞
は
漢
字
新
聞
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
、
後
藤
と
大
内
の
意
見
書
か
ら
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
人

の
言
論
統
制
の
必
要
を
説
い
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
書
を
踏
ま
え
て
決
定
さ
れ
た
、

一
九

一
七
年

一
月
九
日
の
閣
議

(31

)

決
定

「対
華
政
策
に
関
す
る
件
」
の
特
徴
は
、
三
つ
の
附
属
文
書
が
附
さ
れ
て
い

(翼
)

る
こ
と
で
あ
る
。
附
属
文
書

「対
支
方
針
大
綱
決
定
二
伴
ヒ
施
設
ス
ヘ
キ
細
目
」

は
、
中
国
に
お
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
に
つ
い
て
、
「従
来
、
我
新
聞
ノ
不

謹
慎
ナ
ル
言
論
力
、
支
那
人
ノ
不
必
要
ナ
ル
猜
疑
心
ト
、
不
安
ト
ヲ
挑
発
シ
、
諸

案
件
ノ
解
決
ヲ
、
我

二
不
利
」
に
し
、

一
方
で
、
「支
那
新
聞
モ
、
或

ハ
政
府
ノ

使
吸

ニ
ヨ
リ
、
或

ハ
感
情
上
ヨ
リ
、
無
用
ノ
悪
罵
ヲ
我

二
加

へ
、
我
国
ノ
人
心
ヲ

刺
激
」
し
た
こ
と
を
述
べ
、
「両
国
新
聞
記
者
、
並
新
聞
経
営
者

ノ
接
近
」
を
計

る
と
共
に
、
両
国
政
府
が

「相
互
二
新
聞
論
調
等
ノ
取
締
ヲ
行
」

い
、
「無
用

二
、

両
国
ノ
入
心
ヲ
刺
激
ス
ル
」
記
事
を
慎
む
よ
う
、
言
論
の
取
締
を
提
示
し
た
。
さ

ら
に
、
北
京

・
上
海
で

「本
邦
関
係
ノ
英
字
新
聞
ヲ
起
ス
コ
ト
」
を
提
示
し
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
外
交
事
件
が
起
こ
る
と
、
中
国
政
府
が

「従
来
ヨ
リ
ノ
慣
用
手

段
」
と
し
て
、
「外
字
新
聞
ヲ
操
縦
」
し
、
「外
国
人
ノ
同
情
ヲ
博
」
そ
う
と
す
る

こ
と
を
指
摘
し
、
日
本

の
対
抗
手
段
と
し
て
、
「外
国
人
二
、
又
外
国
人

ヲ
介
シ

支
那
人
」
に
、
「我
立
場

ヲ
説
明
」
し
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
と
し
て
、

「我
邦
人
経
営
ノ
外
字
新
聞
ノ
発
刊
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
北

京

・
上
海
で
の
英
字
新
聞
発
行
が

「絶
対
必
要
」
で
あ
り
、
「至
急
其
計
画
ヲ
講

ス
ル
必
要
」
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

宇
垣
、
後
藤
、
大
内

の
意
見
書
と
閣
議
決
定
に
お
け
る
、
中
国
で
の
日
本
の
新

聞
発
行
の
目
的
は
、

一
つ
は
、
日
本
人
発
行

の
新
聞
と
中
国
人
発
行

の
新
聞
の
対

立
に
よ

っ
て
、
外
交
上
の
混
乱
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
事
態
を
踏
ま
え
、
日
本

・
中
国
の
新
聞
論
調
を
取
締
ま
る
こ
と
に
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
外
国
人

・
中
国

入
に
対
し
、
日
本
の
対
中
国
政
策

・
外
交
上
の
立
場
を
正
当
に
伝
達
、
説
明
す
る

こ
と
に
あ

っ
た
。

21



こ
の
よ
う
な
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行

に
対
す
る
認
識
の
中
で
、
若
干
、
異
な

る
趣
旨
を
も

つ
意
見
書
が
、

一
九

一
七
年
九
月
に
作
成
さ
れ
た
、
参
謀
次
長
田
中

(15

)

義

一

「対
支
経
営
私
見
」
で
あ
る
。

一
九

一
七
年
五
月

一
日
か
ら
六
月
二
九
日
ま

で
、
中
国
視
察
を
命
じ
ら
れ
た
田
中
は
、
「支
那
視
察
の
成
果
と
平
素

の
対
支
抱

(
16

)

負
を
纏
め
」

て
、
「対
支
経
営
私
見
」
を
作
成
し
、
「各
方
面
に
配
布
」
し
た
。
田

中
は
、
対
中
国
政
策
の
経
済
的
側
面
を
強
調
し
、

一
方
で
、
日
本
と
中
国
の

「経

済
的
提
携
」
の
困
難
を
指
摘
し
、
企
業
、
航
海
運
の
現
状
を
述
べ
る
と
共
に
、
重

要
な
手
段
と
し
て
、
教
育
機
関
、
医
事
機
関
、
社
交
機
関
の
設
立
と
、
新
聞
雑
誌

の
経
営
を
あ
げ
た
。
中
国
に
お
け
る
新
聞
経
営
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
点
は
、

先
の
意
見
書
、
閣
議
決
定
と
同
様
で
あ
る
。
田
中
の
意
見
書
が
他
の
意
見
書
、
閣

議
決
定
と
異
な
る
点
は
、
中
国
で
発
行

さ
れ
て
い
る
日
本
の
漢
字
紙
が
、
「官
憲

の
幣
助
下
」
に
あ
り
、
「御
用
紙
と
し
て
の
色
彩
」
が

「余
り
に
露
骨
」
で
あ
る

こ
と
、
「監
督
の
厳
酪
」
さ
に
よ
り
中
国

人
読
者
を

「吸
収
」
し
て
い
な

い
こ
と

を
批
判
し
、
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行
に

つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
人

・
ア
メ
リ
カ
人

の
経
営
す
る
英
字
新
聞
を
取
り
上
げ
、
「英
字
を
解
す
る
多
く
の
支
那
人
読
者
」

を
持

っ
て
い
る
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス

・
ア
メ
リ
カ

・
ド
イ
ツ
は
、
自
ら
漢
字
新
聞
の

経
営
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
資
金
需
助
に
よ
っ
て
漢
字
新
聞
を
発
行
し
、
そ
の
資

金
蓄
助
が

「隠
密
の
間
」
に
行
わ
れ
、
そ
の
報
酬
と
し
て
、
新
聞
内
容
に

「厳
格

な
る
干
渉
を
行
わ
ざ
る
こ
と
」
に
よ

っ
て
、
却

っ
て
、
予
想
以
上
の
効
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
点
に
あ

っ
た
。

2

中
国
に
お
け
る
新
聞
の
特
徴

外
交
刷
新
の
課
題
を
負

っ
た
寺
内
内
閣
成
立
期
の
意
見
書
、
閣
議
決
定
に
お
い

て
、
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行
が
対
中
国
政
策
の

一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

背
景
に
は
、
二
つ
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
第

一
に
は
、
中
国
に
お
い
て
、
新
聞
が

各

国

・
各

派

閥

の
宣

伝

手

段

で
あ

っ
た

こ
と

で
あ

る

。

時

期

が

遡

る

が

、

一
九

一

四
年

二

月

、

「
ペ

キ

ン

・
ガ

ゼ

ッ
ト

」

(
ド

イ

ッ
政

府

系

、

英

語

)

が

、

「
日

本

政

府

ハ
…

…
支

那

政

府

二
謝

罪

ス

ル

コ
ト

ヲ
承

諾

セ

ン
ト

ス

ル

ノ
意

ア
リ

」

と

の
報

道

を

行

な

う

と

、

こ

の
新

聞

記
事

は

、

即

刻

陸

軍

に

伝

え

ら

れ

、

「
其

ノ
真

偽

如

何

ハ
知

ラ
サ

レ

ド

モ

、
万

一
ニ

モ
斯

ノ
如

キ
」

記

事

が

掲

載

さ

れ

て
は

、

「
今

後

、

(
17

)

日
本
軍
隊
ヲ
軽
蔑
シ
、
我
帝
国
軍
ノ
威
厳
ヲ
保
持
ス
ル
コ
ト
困
難
ナ
リ
」
と
、
問

題
視
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
後
藤
の
意
見
書
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
在
中
国

日
本
人
が
、
日
本
の
政
党
と
結
び

つ
き
、
対
立
党
派
を
弾
劾
す
る
事
態
も
生
じ
て

(
18

)

い
た
。

一
九

一
七
年
の
、
北
京
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
発
行
の
日
本
語

新
聞
で
あ
る

『山
東
新
聞
』

(済
南
)
は
、
「寺
内
内
閣
ノ
如
キ
モ
ノ
カ
存
在
ス
ル

事

力
不
思
議
千
万
ナ
リ
」
と

「傍
若
無
人

ノ
言
ヲ
為
シ
」
、
『順
天
時
報
』

(北

京
)
は
、
外
務
省
か
ら
補
助
金
を
得
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「寺
内
内
閣
ノ

大
々
的
攻
撃
」
を
行

っ
て
い
た
。
『日
支
時
論
』
は
、
「殆
ン
ト
憲
政
会
ノ
機
関
ト

ナ
リ
テ
、
浜
口
雄
幸

・
亀
井
陸
良
杯
ノ
デ
タ
ラ
メ
迷
論
ヲ
載
セ
…
…
兎
角
、
現
内

閣
ノ
対
支
策

・
支
那
ノ
段
政
府
反
対
二
傾
」
い
た
記
事
を
載
せ
て
い
た
。
中
国
に

お
け
る
新
聞
問
題
は
、
中
国
語
新
聞

・
外
国
語
新
聞
の
歪
曲
記
事
に
よ

っ
て
、
日

中
間
の
外
交
上
の
摩
擦
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
発
行
の
新

聞

・
雑
誌
が
日
本
政
府
や
政
策
批
判
を
行
う
た
め
、
事
態
は
ま
す
ま
す
混
乱
し
た
。

だ
が
、
こ
の
寺
内
内
閣
成
立
期
に
お
い
て
は
、
新
聞
報
道
に
よ

っ
て
日
本
外
交

が

「誤
解
」
さ
れ
た
と
は
さ
れ
る
も
の
の
、
外
国
語
新
聞
の
日
本
批
判
は
、
歪
曲

記
事
や
日
本
文
化
の
特
異
性
を
強
調
す
る
程
度
で
あ
り
、
現
実
的
な
外
交

・
軍
事

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
か

っ
た
。

新
聞
発
行
が
対
中
国
政
策
の

一
環
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
理
由
の
第
二
は
、

中
国
に
お
い
て
は
、
新
聞
が
政
策
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ

っ
た
こ
と

で
あ
る
。

一
八
三
〇
年
代
に
、
中
国
で
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
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新
聞
は
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
の
手
段

の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
内
容

は
、
科
学
や
地
理
学

の
知
識
と
共
に
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
情
報
が
謙
虚
に
書

か
れ
て
い
る
も

の
で
あ

っ
た
。
だ
が

一
九
〇
〇
年
頃
に
な
る
と
、
中
国
に
お

い
て

(19

)

諸
外
国
が
発
行
す
る
新
聞
は
、
政
策
や
経
済
を
報
道
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

新
聞
が
政
策
を
伝
達
す
る
有
効
な
手
段
と
み
な
さ
れ
た
理
由
に
は
、
中
国
で
の

新
聞
の
発
行
事
情
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
国

に
お
け
る
新
聞
の
特
徴
は
、
「政
治
的

(
20

)

機
関
新
聞
」
と
し
て
の
色
彩
が
濃
く
、
政
党
等
か
ら
資
金
を
得
て
、
宣
伝
用
に
発

行
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
発
行
部
数
は
人
口
に
比
し
て
少
な
く
、

一
万
部
を
超
え
れ
ば
大
新
聞
で
あ
り
、
大

部
分
は

一
〇
〇
〇
部
以
下
の
新
聞
で

あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
聞
発
行
の
背
景

に
は
、

一
つ
は
、
中
国
に
お
け
る
識
字

率
の
低
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
非
識
字
者
は
九
五
%
を
占
め
る
と
も
言
わ
れ
、
そ
の

た
め
新
聞
購
読
者
数
は
少
な
か

っ
た
。
も
う

一
つ
に
は
、
補
助
金
を
得
て
、
資
金

提
供
者
の
意
向
に
沿

っ
て
書
か
れ
る
新
聞
は
、
購
読
者
層
を
確
保
し
大
規
模
に
営

業
を
行
わ
な
く
と
も
、
新
聞
の
売
れ
る
と
売
れ
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
経

営
者
は

「其
宣
伝
す
る
本
尊
よ
り
若
干
の
扶
持
を
得
」
る
た
め
、
小
規
模
な
新
聞

発
行
が
可
能
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
中
国

に
お
け
る
新
聞
の
特
異
点
と
し
て
、

一

般
に
は
新
聞
の
購
読
者
数
と
発
行
部
数
は

ほ
と
ん
ど
同

一
で
あ
る
が
、
中
国
で
は

「朝
五
仙
で
売
ら
れ
た
新
聞
は
、
午
後
は
二
仙
で
転
売
せ
ら
れ
、
翌
日

一
仙
で
売

(21

)

ら
れ
、

一
枚
の
新
聞
は
転
々
十
数
人

の
読
者
を
も

つ
こ
と
が
あ
り
」
、
発
行
部
数

(毘
)

よ
り
も
多

い
読
者
が
存
在
し
た
。

こ
う
し
た
新
聞
発
行

の
状
況
か
ら
は
、
三
つ
の
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第

一

に
、
新
聞
は
資
金
を
補
助
し
て
い
る
党
派

の
考
え
は
伝
え
る
が
、
世
論
を
形
成
す

る
よ
う
な
新
聞
は
発
行
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
世
界
全
般
の
事
情
に

通
じ
、
相
当
の
見
識
を
も
ち
、
世
論
に
対
し
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
記

者
は
育
た
な

い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
新
聞
社
が
小
規
模
で
あ
る
た
め
、
特

派
員
は
存
在
せ
ず
、
新
聞
は
発
行
地
域
内
で
、
論
争
、
宣
伝
す
る
に
と
ど
ま
り
、

(
23

)

広
域
に
わ
た
る
世
論
の
形
成
に
は
役
立
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

点
を
持

つ
新
聞
発
行
状
況
は
、
諸
外
国
に
と

っ
て
は
、
新
聞
社
に
資
金
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
自
国

の
政
治

・
政
策

・
経
済

・
文
化
の
宣
伝
を
、
あ
る
地
域
を
対
象

に
戦
略
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
都
合
の
良

い
手
段
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

中
国
入
が
経
営
す
る
漢
字
新
聞
は
、
た
と
え
中
国
に
と

っ
て
は
不
利
な
情
報
で

あ

っ
て
も
、
中
国
に
関
す
る
事
項
を
余
す
こ
と
な
く
伝
え
よ
う
と
、
外
国
語
新
聞

(訓
)

を

そ

の
ま

ま

翻

訳

し

、

発

行

す

る

た

め

、

諸
外

国

が

、

英
字

新

聞

で

、
自

国

の
政

策

宣

伝

を

行

え

ば

、

そ

の
ま

ま

中

国

人

へ
自

国

の
政

策

を

伝

達

・
宣

伝

す

る

こ

と

が
可

能

で
あ

っ
た

。

そ

の
た

め

、

旧

交

通

系

の
失

脚

後

、

徐

樹

鐸

か

ら

補

助

を

得

て

い
た

「
ペ

キ

ン

・
デ

ー

リ

ー

・
ニ

ュ
ー

ス
」

が

、

一
九

二
〇

年

に
補

助

金

を

得

ら

れ

な
く

な

る
と

、

日
本

の
補

助

を

求

め
た

が

、

一
方

で

ア

メ

リ

カ
も

宣

伝

機
関

拡

充

の
た

め
、

「
ペ
キ

ン

・
デ

ー

リ

ー

・
ニ

ュ
ー

ス
」

買

収

に
乗

り

出

す

と

い
う

(ゐ
)

事
態
も
生
じ
た
。

以
上
か
ら
、
対
中
国
政
策
改
善

の
課
題
を
負

っ
た
寺
内
内
閣
が
、
そ
の
成
立
期

に
お
い
て
、
日
本
の
政
策

・
外
交
上
の
立
場
を
正
当
に
発
信
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
、
新
聞
経
営
に
注
目
し
た
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行
、
特
に
英
字

新
聞
発
行
は
、
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
操
縦
可
能
な
、
政
策

・
外
交
上

の
立
場
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
有
効
な
手
段
で
あ

っ
た
。

二

陸
軍
の
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行

1

山
東
間
題
と
武
器
供
給
問
題
と
陸
軍
の
新
聞
発
行

一
九

一
九
年

一
〇
月
、
日
本
陸
軍
は
天
津
に
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ

ザ
ー
」
を
開
業
し
、

一
九
二
〇
年

二
月
に
は
、
通
信
社
で
あ
る
編
訳
社
を
開
業
し
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た
。
な
ぜ
、
陸
軍
が
、
外
務
省
の
管
轄
事
務

で
あ
る
新
聞
操
縦
を
陸
軍
側
で
も

行

っ
た
の
か
。
新
聞
発
行
に
着
手
す
る
時
期
に
注
目
し
て
、
検
討
し
た
い
。

陸
軍
が
、
天
津
で
の
新
聞
発
行
を
決
定
し
た
時
期
は
、

一
九

一
九
年
三
月
三一

日
か
ら
四
月
九
日
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。

一
九
〇
九

(明
治
四
二
)
年
か
ら

一
九

一
八
年
ま
で
の
時
期
に
、
外
務
省
管
轄

の
週
刊
英
字
新
聞

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
を
経
営
し
て
い
た
松
村
利
男
は
、
日
刊
英
字
新
聞
の
復
活
を
計
画

し
、
天
津
総
領
事
館
領
事
官
補
亀
井
貫

一
郎
の
紹
介
状
を
持
ち
、

一
九

一
九
年
三

(%
)

月
、
東
京

へ
上
京
し
た
。
三
月
三

一
日
付
、
吉
沢
参
事
官
宛
松
村
書
簡
に
よ
れ
ば
、

両
者
は
三
月
三

一
日
に
面
会
し
、
外
務
省
は
北
京
で
の
新
聞
発
行
計
画
が
あ
る
こ

と
を
提
示
し
、
松
村
は
外
務
省
の
計
画

に
異
論
は
な
い
も
の
の
、
松
村
主
宰
の
下

で
天
津
で
英
字
新
聞
を
発
行
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
。

一
方
で
、
松
村
は
陸
軍
に

も
稟
議
し
、
四
月
九
日
、
寺
内
中
佐
は
幣
原
次
官
を
訪
れ
、
天
津
で

「陸
軍
側

ニ

テ
」
、
英
字
新
聞
に

「資
金
供
給
」
す
る
こ
と
を
報
告
し
、
「外
務
省
側

二
於
テ
、

異
存
」
の
有
無
を
伺

っ
た
。
幣
原
は
、
「別
段
異
存
」
の
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と

共
に
、
新
聞
経
営

の
自
立
は
期
待

で
き
ず
、
「補
助

ノ
支
給

力
中
絶
」
す
れ
ば

「無
駄
骨

二
終

ル
」
こ
と
、
外
務
省
と
し

て
は
、
天
津
よ
り
も
北
京
で
新
聞
発
行

を
行
う
方
が
得
策
で
あ
る
と
考
え
る
と

の
注
意
を
与
え
、
外
務
省
側
と
の
連
絡
を(勿
)

「完
全
」
に
し
、
陸
軍
と
外
務
省
と
で
辻
褄
が
合
わ
な
く
な
ら
な

い
よ
う
伝
え
た
。

松
村
と
外
務
省
参
事
官
と
の
面
会
と
、
陸
軍
の
外
務
省

へ
の
報
告
時
期
か
ら
、
陸

軍
が
天
津
で
の
英
字
新
聞
の
発
行
を
決
定
し
た
の
は
、
三
月
三

一
日
か
ら
四
月
九

日
の
間
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
新
聞
発
行
が
必
要
と
考
え
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。

一
九

一
八
年

一
一
月
九
日
、
第

一
次
世
界
大
戦
休
戦
条
約
が
調
印
さ
れ
、

一
九

一
九
年

一
月

一
八
日
か
ら
、
パ
リ
講
和
会
議
が
開
か
れ
た
。
パ
リ
講
和
会
議
に
お

け
る
、
日
本
の
要
求
点
は
、
①
山
東
問
題
、
②
ド
イ
ッ
領
南
洋
諸
島
処
分
問
題
、

③
人
種
的
差
別
待
遇
撤
廃
問
題
の
三
点
に
あ

っ
た
。
こ
の
内
、
山
東
半
島

の
旧
ド

イ
ツ
権
益
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
、
既
に
中
国
と
の
間
に
取
決
め
を
結
び
、

イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス

・
イ
タ
リ
ア
と

の
間
に
も
協
定
が
成
立
し
、
ア
メ
リ
カ
と

の
間
に
も
あ
る
程
度

の
諒
解
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
た
。
だ
が
、

一
月
二
七

日
、
第

一
〇
次
講
和
打
合
会
に
お
い
て
、
日
本
政
府

の
要
求
と
し
て
、
ド
イ
ツ
領

膠
州
湾
租
借
地
、
山
東
省
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
有
す
る
鉄
道
そ
の
他

の
権
利

の
要

求
説
明
が
行
わ
れ
る
と
、
中
国
全
権
顧
維
鉤
は
、
こ
れ
に
対
し
反
駁
を
行

っ
た
。

当
初
の
諒
解
と
は
異
な
る
発
言
に
日
本
政
府
は
驚
き
、
二
月
二
日
、
小
幡
公
使
は

北
京
政
府
外
交
部
に
外
交
総
長
代
理
陳
籔
を
訪
問
し
、
抗
議
し
た
。
小
幡
公
使
外

交
部
訪
問
が
伝
わ
る
と
、
外
国
新
聞
は
、
小
幡
公
使
が
高
圧
的
態
度

で
中
国
全
権

(28

)

委
員
の
発
言
を
禁
止
し
、
絨
口
令
を
要
求
し
た
と
の
、
報
道
を
お
こ
な
っ
た
。
北

京
の
英
字
新
聞
は
、
連
日
数
多

の
通
信
を
上
海

へ
送
り
、
上
海
外
字
新
聞
は
こ
れ

を
掲
載
し
、
日
本
の
政
策
を

「誹
読
」
し
た
。
特
に
、
「「
チ
ャ
イ
ナ

・
プ
レ
ス
」
、

「
ミ
ラ
ル
ド
」
等
ノ
米
国
紙

ハ
、
殊
更
、
支
那
人
ヲ
煽
動
ス
ル
ノ
記
事
ヲ
掲
」
げ
、

中
国
に
お
け
る
新
聞
は
こ
れ
ら
の
記
事
を
転
載
し
、
「
民
国
日
報
、
新
聞
報
、
新

(29

)

申
報
、
等
、
最
モ
、
猛
烈
二
日
本
」
攻
撃
を
行

っ
た
。
三
月
三

一
日
、
陸
軍
大
臣

田
中
義

一
へ
上
申
さ
れ
た
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
金
谷
範
三

「在
天
津
支
那
新
聞

(30

)

記
者
操
縦

二
関
ス
ル
意
見
書
」
は
、
「小
幡
公
使
ノ
外
交
部
訪
問
事
件

ハ
、
排
日

外
人
ノ
潤
色

ニ
ョ
リ
、

一
層
誇
大
的

二
説
傳
」
さ
れ
、
「天
津
各
漢
字
紙

パ
、

一

斉

二
、
日
本

二
対
ス
ル
脱
線
的
攻
撃

ヲ
開
始
シ
」
た
こ
と
を
伝
え
、
「排
日
運
動

ス
ラ
惹
起
」
し
そ
う
な
状
況
下
で
、
「日
本
当
局
二
於
テ
ハ
、
其
ノ
説
伝
ナ
ル
コ

ト
ヲ
説
明
ス
ヘ
キ
何
等
ノ
機
関
」
が
な
い
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
人

・
ア
メ
リ
カ
人
記

者
は
、
ま
す
ま
す

「日
支
離
間
策

ヲ
恣
」
に
し
て
い
る
と
報
告
し
、
新
聞
記
者
等

を
懐
柔
す
る
た
め
の
機
密
費

の
増
額
を
上
申
し
た
。

小
幡
公
使
外
交
部
訪
問
事
件
と
共
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
中
国
北
方
派

へ
の
武
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器
供
給
事
件
も
発
生
し
て
い
た
。
大
隈
内
閣
期
の
強
圧
的
対
中
国
政
策
か
ら
の
外

交
方
針
の
転
換
を
は
か

っ
た
寺
内
内
閣
は
、
中
国
に
日
本
の
億
儲
政
権
を
作
り
、

北
方
派
の
段
祓
瑞
を
通
じ
て
、
中
国
に
勢
力
を
拡
大
す
る
方
法
を
と

っ
た
。
し
か

し
、
日
本
の
援
段
政
策
は
、
南
方
派
や
中
国
民
衆
の
反
感
を
買
う
と
共
に
、
列
国

の
不
信
を
招
く
こ
と
と
な

っ
た
。

一
九

一
入
年
九
月
二
九
日
成
立
し
た
原
敬
内
閣

は
、
さ
ら
な
る
対
中
国
政
策
の
転
換
を
は
か
り
、
南
北
両
派
の
妥
協
支
持
、
中
国

内
政

へ
の
不
干
渉
政
策
を
と

っ
た
。
日
本
の
援
助
を
失

っ
た
段
が
、
同
年

一
〇
月
、

首
相
を
辞
任
し
た
た
め
、
南
北
和
平
の
機
運
が
生
じ
、

一
九

一
九
年
二
月
二
〇
日

に
は
、
上
海
で
、
南
北
和
平
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

だ
が
、
原
内
閣
の
中
国
内
政
不
干
渉
政
策
と
は
裏
腹
に
、

一
九

一
九
年

一
月
二

一
日
の
、
日
本
か
ら
国
防
軍

(北
方
派
)

へ
の
武
器
供
給
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

南
方
派
は

「
日
本

ハ
軍
資
、
武
器
及
教
官
ヲ
迄
与

ヘ
テ
、
段

一
派
ノ
軍
閥
二
兵
ヲ

練
ラ
シ
メ
」
、

一
方
で

「和
平
会
議
ヲ
懲
憩
」
し
て
い
る
と
、
激
烈
な
抗
議
を
行

(
31
)

な

っ
た
。
さ
ら
に
、
武
器
供
給
問
題
は
、
列
国
に
日
本
を
危
険
視
さ
せ
、
二
月
二

八
日
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
が
北
京
の
小
幡

公
使
を
突
然
訪
問
し
、
「参
戦
軍
撤

廃
」
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
訓
令
が
あ

っ
た
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
に
も

(
錫
)

同
様
の
訓
令
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
こ
の
報
告
を
東
少
将
は

「列
強
共
同
シ

テ
、
支
那

二
対
ス
ル
日
本
ノ
勢
力
ヲ
排
濟
」
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
と
受
け

(お
)

止
め
、
報
告
し
た
。
兵
器
供
給
問
題
に
対
す
る
、
南
方
派

の

「不
快
と
不
平
ノ

念
」
は
、
排
日
的
新
聞
記
事
と
し
て
連
日
報
道
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
人

・
ア
メ
リ
カ

入
記
者
の
煽
動
的
排
日
記
事
は
、
小
幡
公
使
外
交
部
訪
問
事
件
と
北
方
派

へ
の
武

器
供
給
問
題
が
相
倹

っ
て
、

一
層
、
激
し
く
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事

件
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
排
日
記
事
が
外
国
人
記
者
に
よ

っ
て
、
外
国
語
新

聞
に
載
せ
ら
れ
、
中
国
入
の
排
日
思
想
を
煽

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
日
本
は
、
何
ら
対
抗
手
段
を
持

っ
て
い
な
か

っ
た
。

陸
軍
の
天
津
で
の
英
字
新
聞
発
行
決
定
は
、
小
幡
公
使
外
交
部
訪
問
事
件
と
北

方
派

へ
の
武
器
供
給
問
題
に
対
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
入

・
ア
メ
リ
カ
人
記
者
に
よ
る

煽
動
的
排
日
記
事
が
激
化
す
る
中
で
、
中
国
の
排
日
的
態
度
を
緩
和
す
る
必
要
と
、

中
国
人
の
排
日
思
想
を
煽
る
外
国
語
新
聞

へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
、
新
聞
発
行
が

決
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
行
が
計
画
さ
れ
た
新
聞
が

「英
字
」
で
あ

る
こ
と
は
、
排
日
運
動
の
根
源
が
外
国
語
新
聞
で
あ

っ
た
こ
と
と
、
新
聞
発
行
の

目
的
が
、
中
国
人
に
対
す
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
人

・
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す

る
日
本
の
政
策
方
針
の
説
明
と
反
駁
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
山

東
問
題
に

つ
い
て
、
四
月
二
二
日
、
第

一
回
首
相
会
議
が
開
か
れ
る
と
、
日
本

は
、
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス

・
イ
タ
リ
ア
に
よ
る
日
本
支
持

の
口
約

の
表
明
に

よ

っ
て
、
山
東
問
題
を
強
硬
に
承
認
さ
せ
、
五
月
四
日
、
山
東
還
付
を
正
式
に
声

明
す
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
、
強
硬
な
承
認
は
、
排
日
運
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と

と
な

っ
た
。

五
四
運
動
以
前

の

一
九
〇
五
年
、

一
九
〇
八
年
、

一
九
〇
九
年
に
も
、
対
日
ボ

イ
コ
ッ
ト
運
動
は
あ

っ
た
が
、
地
域
も
限
定
的
で
日
本
側
に
与
え
た
打
撃
も
軽
微

(
鈎
)

で
あ

っ
た
。
だ
が
、
五
四
運
動
後

の
七
月
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
金
谷
範
三
が
陸

軍
大
臣
田
中
義

一
へ
宛
て
提
出
し
た
上
申
書
に
は

「排
日
運
動
発
生
シ
テ
已
二
約

三
ヶ
月
、
此
ノ
間
我
国
ハ
実
二
忍
ヒ
難
キ
ヲ
忍
ヒ
、
耐

へ
難
キ
ヲ
耐

ヘ
タ
リ
」
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
五
四
運
動
以
後

の
排
日
運
動
は
、
「有
力

ナ
ル
外
国
ノ
後

援
」
を
持
ち
、
「巨
万
ノ
運
動
費

ハ
、
陰
謀
的
企
図
ヲ
有

ス
ル
在
野
政
治
家
、
或

ハ
米
国
側

ヨ
リ
供
給
」
さ
れ
、
「英
字
新
聞
力
、
這
次
ノ
排
日
運
動

ヲ
ロ
ヲ
極
メ

(お
)

テ
賞
揚
」
し
、
「支
那
官
憲

ハ
其
ノ
自
由

二
放
任
」
し
た
点
に
お

い
て
、
従
来
の

排
日
運
動

・
日
貨
排
斥
運
動
と
は
異
な
り
、
排
日
運
動
は
長
期
化
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
陸
軍
は
新
聞
操
縦

の
準
備
を
開
始
し
た
。
七
月
二

一
日
、

支
那
駐
屯
軍
司
令
官
か
ら
陸
軍
大
臣

へ

「支
那
新
聞
操
縦
二
関
シ
テ
ハ
、
着

々
実
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行
ノ
準
備
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「排
日
運
動
激
烈

ニ
シ
テ
」、
陸
軍
の
経
費

だ
け
で
は
十
分
に
活
動
で
き
な
い
と
、
「当
地
有
力
諸
会
社

ヲ
説
キ
、
官
民

一
致

(
総
)

ノ
歩
調
ヲ
以
テ
、
支
那
新
聞
ヲ
操
縦
シ
、
排
日
運
動

ヲ
緩
和
ス
ル
コ
ト
ニ
努
力
」

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
同
月
二
三
日
付
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
宛
次
官
電
報

は
、
新
聞
操
縦
に
つ
い
て
、
「陸
軍
力
主
動
ノ
位
置

二
立
チ
之
ヲ
促
進

ス
ル
コ
ト

ハ
、
支
那
側
ノ
思
惑
上
、
返
テ
不
良
ナ
ル
結
果
ヲ
来
ス
」
と
し
て
、
「裏
面

二
於

(訂
)

テ
十
分
ノ
便
宜

ヲ
与
へ
、
之
ヲ
蓄
助
ス
ル
」
こ
と
を
伝
え
た
。
山
東
問
題
と
武
器

供
給
問
題
に
発
し
た
排
日
記
事

へ
の
対
応
と
し
て
着
手
さ
れ
た
新
聞
発
行
計
画
は
、

排
日
運
動
緩
和
を
目
的
と
し
た
も
の
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。

2

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
の
設
立

陸
軍
が
経
営
し
た

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」

の
実
態
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ

っ
た
か
。

陸
軍
に
先
立
ち
、
外
務
省
は
、

一
九

〇
九

(明
治
四
二
)
年
、
「北
清
地
方

二

於
テ
、
我
利
益
ノ
為

メ
」
、
利
用
可
能
な
英
字
新
聞
を
所
有
す
る
必
要
か
ら
、
外

務
省
と

「密
接
ノ
関
係
」
が
あ
る
天
津

の
イ
ギ
リ
ス
人
が
経
営
す
る

「
チ
ャ
イ
ナ

・
タ
イ
ム
ス
」
に
、
月
額
八
〇
〇
ド
ル
か
ら

一
〇
〇
〇
ド
ル
の
補
助
金
を
下
付
し
、

同
紙
の
日
本
及
支
那
欄
主
任
と
し
て
、
天
津
在
留

「衆
議
院
議
員
」
松
本
君
平
を

入
社
さ
せ
、
「紙
面
ヲ
改
良
」
を
計
画
し
た
。
松
本
は
入
社
し
た
も
の
の
、
「チ
ャ

イ
ナ

・
タ
イ
ム
ス
」
は
、
横
浜
正
金
銀
行
か
ら
の
借
入
金
返
済
に
滞
り
、

一
九

一

〇
年
二
月
に
は
、
財
政
難
か
ら
、
廃
刊
か
家
主
で
あ
る
ド
イ
ッ
人
に
買
収
さ
れ
る

(認
)

可
能
性
が
報
告
さ
れ
る
状
態
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
後
、
中
国
に
在
留
す

る

「英
米
商
人
ノ
利
害

ハ
、
必

ス
シ
モ
、
在
清
日
本
人
ノ
利
害
関
係
ト

一
致
セ

(舘
)

ス
」

む

し

ろ

、

相

反

す

る

も

の

で
あ

っ
た

。

そ

の
た

め

、

一
九

〇
九

年

九

月

二

五

日

、

松

本

は

独

力

で
、

天

津

に

週

刊

英

字

新

聞

「
チ

ャ

イ

ナ

・
ト

リ

ビ

ユ
ー

ン

(
如
)

(大
賓
報
)」
を
発
行
す
る
に
至

っ
た
。

「チ
ャ
イ
ナ

・
ト
リ
ビ
ユ
ー
ン
」
創
刊
号
は
、
記
事
が

一
〇
頁
、
広
告
が
六
頁

を
占
め
、
記
事

一
五
項
目
は
、
創
刊
の
辞
、
政
治

・
外
交
七
、
経
済
二
、
軍
事

一
、

社
会

一
、
地
理

一
、
大
連
通
信

一
、
そ
の
他

一
か
ら
構
成
さ
れ
、
日
本
と
中
国
に

関
す
る
政
治

・
外
交
記
事
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
。
年
号
に
は
西
暦
と
元
号
が

使
わ
れ
、
英
字
新
聞
で
は
あ
る
が
、
日
本
と

の
関
連
は
、

一
見
し
て
明
ら
か
で

あ

っ
た
。
そ
の
後

「
チ
ャ
イ
ナ

・
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
」
は
、
松
本
の
病
気
に
よ
る
帰

朝
に
よ

っ
て
、
松
村
利
男

(サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
大
卒
)
と
森
川
照
太

(東
京
商
業
学

校
卒
)
が
編
集

・
経
営
に
あ
た
る
よ
う
に
な

っ
た
。

「チ
ャ
イ
ナ

・
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
」
は
、
「帝
国
政
府
ト
ノ
関
係
」
が

「世
上

二
知

(41

V

ラ
レ
」
て
お
り
、

一
九

一
四

(大
正
三
)
年
五
月
三
日
、
社
説
に

「北
京

二
於
ケ

ル
排
外
思
想
」
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
実
際
に
は
、

一
時
的
に
依
頼
し
た

「チ
ャ
イ

ナ

・
タ
イ
ム
ス
」
の
主
筆
外
国
人
が
北
京

「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」
の
情
報
を
敷
術
し

た
だ
け
で
あ
り
、
特
別
な
思
慮
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
L
a
 
P
o
l
i
t
i
q
u
e
 
d
e
 
P
e
k
i
n

」
(中
国
政
府
機
関
紙
、
フ
ラ
ン
ス
語
)、
「
P
e
k
i
n
g
 
D
a
i
l
y

N
e
w
s

」

(ア
メ
リ
カ
機
関
紙
)、
「
P
e
k
i
n
g
 
G
a
z
e
t
t
e

」

(ド
イ

ツ
政
府
系
、
英

語
)
は
、
「日
本
之
機
関
紙
タ
ル

「チ
ャ
イ
ナ

・
ト
リ
ビ

ュ
ー

ン
」

ハ
、
支
那
ノ

(
犯
)

政
治

二
対
シ
、
激
烈
ナ
ル
ロ
調
ヲ
以
テ
、
頗
ル
不
穏
当
ナ
ル
論
評
ヲ
ナ
セ
リ
」
と
、

社
説
が
日
本
政
府
の
中
国
観
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

一
斉
に
非
難
し
た
。

こ
の
事
件
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
」
と
日
本

政
府
と
の
関
連
は
明
白

で
あ
り
、
天
津
総
領
事
館
も
、
「支
那

二
於

テ
、
我
帝
国

(
昭
)

政
府

ノ

政
策

ヲ
、
説

明

照

会

ス

ル
、

惟

一
ノ
英

字

新

聞

」

と

認

識

し

て

い
た

。

そ

の
た

め

、

「
チ

ャ
イ

ナ

・
ト

リ

ビ

ュ
ー

ン
」

が

財

政

難

に
陥

る

と

、

そ

の
ま

ま

廃

刊

し

て
は

、
従

来

の
出

資

が
無

意

味

に
な

る
と

、

一
九

一
四
年

一
〇
月

、

天

津

領

事

館

は

「
チ

ャ

イ

ナ

・
ト

リ

ビ

ュ

ー

ン
」

を

「
チ

ャ

イ

ナ

・
ア

ド

ヴ

ァ
タ

イ
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(
必
)

ザ
ー
」
と
改
題
し
、
発
行
を
許
可
し
た
。
だ

が
、

一
九

一
八
年
三
月
三

一
日
、

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」
も
資
金
難
か
ら
休
刊
と
な

っ
た
。
こ
の

一

年
後
、
松
村
が
、
外
務
省
と
陸
軍
に
日
刊
英
字
新
聞
発
行
の
資
金
援
助
を
依
頼
し

た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

陸
軍
の
経
営
す
る

「
チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
は
、
天
津
に
置
か
れ

た
。
天
津
は
、
「支
那
有
数
ノ
貿
易
港

ニ
シ

テ
、
且
、
支
那
朝
野
有
力
ナ
ル
入
士

(菊
)

ノ
多
数
居
住

ス
ル
」
場
所
と
し
て
、
新
聞
発
行
に
よ
っ
て
、
各
国
と
の
情
報
戦
を

(
妬
)

行
な
う

に
は
有
効
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
「支
那
政
局
ノ
真
相
ヲ
穿
ツ
」
た
め
に
は
、

北
京

の
方
が
よ
り
得
策
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
外
務
省
は
、
北
京
で
英
字

新
聞

「
ヘ
ラ
ル
ド
」

の
発
行
を
計
画
し
、
資
金
を
与
え
、
機
械
等
の
準
備
を
整

へ
、

一
九

一
九
年

一
〇
月
上
旬
に
は
発
行

の
予
定

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

一
〇
月
二
五

(
好
)

日
の
、
陸
軍
大
臣
田
中
義

一
宛
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
南
次
郎
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

北
京

「
ヘ
ラ
ル
ド
」
発
行
は
遅
延
し
て
い
た
。
発
行
遅
延
の
理
由
の

一
つ
は
、
北

京
で
は
、
「公
使
館
区
域
外

二
外
国
人
ノ
新
聞

ヲ
発
行
」
で
き
な

い
規
定
が
あ

っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
「京
津
日
日
新
聞
」
は

「天
津

二
発
行
所
ヲ
置
キ
、

北
京
ヲ
編
輯
所
ト
シ
テ
届
出
ナ
カ
ラ
、
北
京

二
於
テ
発
行
及
編
輯
」
を
し
て
お
り
、

警
察
総
監
か
ら

「干
渉
」
を
受
け
た
が
、
日
本
語
新
聞
で
あ
る
こ
と
と
、
読
者
も

ほ
と
ん
ど
日
本
人
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「黙
認
」
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

「新
支
那
」
も
、
「発
行
所
ヲ
東
交
民
巷

(公
使
館
区
域
内
)
ト
シ
、
実
際

ハ
、
東

華
門
外
大
甜
水
井
胡
同

二
於
テ
発
行

シ
」
て

い
た
た
め
、
総
監
は
、
「今
後
、
外

人
名
義
ノ
新
聞
発
刊
」
は

「絶
対

二
反
対
シ
、
許
可
」
し
な

い
と
言
明
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
も
う

一
つ
の
遅
延
理
由
は
、
「北
京
在
住
英
人
」
が
、
「外
交
部

員

ヲ
訪
」
ね
、
「
日
本
力
英
字
新
聞

ヲ
発
行
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
中
国
当
局

が

「許
可
ヲ
与
フ
ル
ノ
意
思
」
が
あ
る
か
を
尋
ね
、
「若
シ
黙
認
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、

吾
人
ニ
モ
同
様
ノ
特
典
ヲ
与

フ
ル
ノ
言
質
ヲ
与

へ
」
る
よ
う
要
求
し
、
「裏
面

二

於
ケ
ル
妨
害
ヲ
試
ミ
」
た
た
め
で
あ
る
。
新
聞
操
縦
に
有
効
な
北
京
で
の
新
聞
発

行
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
妨
害
に
よ

っ
て
も
、
困
難
で
あ

っ
た
。
北
京
に
お
け

る
新
聞
発
行
計
画
が
頓
挫
す
る
と
、
天
津

の

「チ

ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ

ザ
ー
」
は
、
よ
り
重
要
性
を
増
す
こ
と
と
な

っ
た
。

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」
は
、
陸
軍
か
ら
の
補
助
金
二
万
五
〇
〇

〇
円
に
よ

っ
て
着
手
さ
れ
、
九
月
二
八
日
創
刊
さ
れ
た
。
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
の
収
入
は
、
表
に
み
る
よ
う
に
、
補
助
金
、
借
入
金
、
広
告
料
か

ら
な
り
、
広
告
料
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
収
入
の
二
〇
%
に
過
ぎ
ず
、
大
半
は

表 「チ ャイ ナ ・ア ドヴ ァ タイ ザ ー 」 収 支(1919年)(単 位:銀 、 ドル)

10月 % 1ｌ月 % 12月 %

収入

補助金 4,909 90.7 420 10.4 4,100 76.9

広告料 502 9.3 736 18.2 1,115 2駄9

借入金 一 一 1,479 36.5 『 『

繰越高 一 一 1,414 34.9 116 2.2

合計 5,411 100.O 4,049 100.0 5,331 100.0

支出

印刷所費 3,022 55.9 3,197 79.0 2,370 44.4

発行所費 974 18.0 833 20.6 888 16.6

借入金返済 一 一 一 一 1,504 28.2

繰越金 1,414 26.1 19 0.5 570 10.7

合計 5,411 100.0 4,049 100.0 5,331 100.0

出典 「「ア ドバアタイザー」収支概況ノ件」『大正九年五冊ノ内五

密大日記 陸軍省』(防衛研究所図書館所蔵)。
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補
助
金
に
よ

っ
て
い
た
。
松
村
は
、
広
告
料

・
購
読
料

の
募
集
に
努
め
た
が
、
広

告

の
ほ
と
ん
ど
が
、
天
津
所
在

の
銀
行

・
海
運
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
企

業
で
あ

っ
た
。
元
来
、
新
聞
購
読
者
数
が
少
な
く
、
大
部
分
の
中
国
人
に
と

っ
て
、

新
聞
は
無
縁

で
あ
る
こ
と
と
、
中
国
で
は
、
広
告
は

「店
頭
の
け
ば
け
ば
し

い
看

(娼
)

板
や
詩
的
文
句
」
に
よ
っ
て

「通
行
人
の
眼
に
訴
」
え
る
方
が
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
中
国
市
場
を
期
待
す
る
企
業
は
、
新
聞
広
告
の
宣
伝
効

果
を
期
待
し
て
お
ら
ず
、
不
況
に
な
れ
ば
直
に
広
告
契
約
は
減
少
し
、
新
聞
経
営

は
、
広
告
料

・
購
読
料
だ
け
で
は
成
り
立
た
ず
、
補
助
金
に
頼
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
の
た
め
、
陸
軍
は

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
に
対
し
、
常
に
補
助

(
弱
)

金

の
出

資

先

を

探

さ

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た

。

「
チ

ャ
イ

ナ

・
ア

ド

ヴ

ァ
タ

イ

ザ

ー
」

は

、

当

初

三

〇

〇

〇

部

を

印

刷

し

、

一

(
50
)

一
月
中
旬
に
は
二
四
〇
〇
部
を
印
刷
し
た
。
外
国
人
購
読
者
に
、
日
本
の
立
場
を

表
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
聞
で
あ
る
た
め
、
松
村
は

一
〇
〇
〇
部
ほ
ど
の

発
行
を
予
定
し
て
い
た
が
、
発
行
部
数
は
予
定
よ
り
も
多
く
、
却

っ
て
、
印
刷
費

が
か
か
る
こ
と
と
な

っ
た
。

「チ

ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
創
立
に
あ
た
り
、
帝
国
公
使
、
駐
屯
軍

司
令
官
、
天
津
総
領
事

の
合
議

の
上
で
決
定

し
た

「英
字
新
聞

二
関

ス
ル
覚

(
51
)

書
」
に
よ
れ
ば
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
は
、
外
交
に

つ
い
て
は
、

帝
国
公
使
、
天
津
総
領
事

の
監
督
を
受

け

(
一
)、
軍
事
に
つ
い
て
は
、
駐
屯
軍

司
令
官
の
監
督
を
受
け
た

(二
)
。
帝
国
公
使
館
、
天
津
総
領
事
館
、
駐
屯
軍
司

令
部
は
、
差
し
支
え

の
な

い
限
り
、
必

要
な
新
聞
資
料
を
供
給
し
た

(四
)。

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
は
、
外
務
省
管
轄
時
と
同
名
、
同
経
営
者

で
は
あ

っ
た
が
、
外
務
省
管
轄
時
と
異

な
る
点
は
、
「本
新
聞

ハ
、
日
本
官
憲

ノ

機
関
紙
ナ
ル
コ
ト

ヲ
絶
対

二
表
明
セ
サ

ル
コ
ト
」

(五
)
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
で

あ

っ
た
。
主
筆
松
村
は
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」
が
、
「支
那

二
於

ケ
ル
唯

一
ノ
日
本
人
経
営
ノ
新
聞
ト
シ
テ
、
其
ノ
所
論
力
、
外
人
間

ニ
ハ
、
日
本

ヲ
代
表

ス
ル
カ
如
ク
反
響

ス
ル
」
こ
と
に
注
意
し
、
「極
メ
テ
慎
重
ナ
ル
態
度
ヲ

以
テ
執
筆
」
し
な
が
ら
、
日
本
の
将
来
に
お

い
て
、
「大
ナ
ル
関
係
」
を
も
ち
、

「威
信
ヲ
損
シ
」
、
「捏
造
」
、
「誤
報
ノ
為
、
誤
解
ヲ
招
ク
顧
慮

ア
ル
モ
ノ
」
に
対

(
貌
)

し
て
は

「直

二
之
ヲ
反
駁
」
し
た
。
九
月
二
八
日
創
刊
し
た

「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド

ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
は
、
創
刊
の
辞
と
し
て
、
「国
際
間
ノ
問
題

二
対
シ
テ
ハ
、
曲

筆
脆
弁
ヲ
弄
シ
テ
、
日
本
ヲ
弁
護
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
公
明
正
大

二
、
腹
蔵
ナ
キ
評

論
ヲ
加

へ
以
テ
、
日
本
二
対
ス
ル
、
猜
疑
誤
解

ヲ
解
ク
ヲ
得
ハ
満
足
ナ
リ
」
と
述

べ
、
日
本
人
に
よ
る
経
営
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
創
業
に
先

立
ち
北
京
で
開
か
れ
た
、
日
本
人
有
力
者
、
新
聞
記
者
を
招
待
し
た
、
英
字
新
聞

披
露
宴
で
は
、
松
村

の
挨
拶

の
後
、
小
幡
公
使
、
記
者
団
を
代
表
し
て
楢
崎
桂
園
、

『順
天
時
報
』

の
経
営
者
渡
辺
哲
信
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
が
、
陸
軍
関
係
者
の
挨

拶
は
無
く
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」
と
陸
軍
と
の
関
連
は
極
力
秘

さ
れ
て
い
た
。

創
刊
直
後

の

一
〇
月

一
日
に
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
が
、
「
日

本
ト
山
東
」
と
題
し
、
中
国
が
日
本
の
青
島
返
還
を
疑

い
、
「排
日
ノ
暴
挙

二
熱

狂
」
し
て
い
る
こ
と
は
、
却

っ
て
、
返
還
が
遅
れ
る
こ
と
、
「米
国
上
院
議
員
力
、

何
等
ノ
関
係
ナ
キ
本
問
題

二
容
啄
ス
ル
ノ
不
謹
慎
」
を
責
め
る
記
事
を
掲
載
す
る

と
、
ア
メ
リ
カ
領
事
館
が
後
援
す
る

「
ノ
ー
ス

・
チ
ャ
イ
ナ

・
ス
タ
ー
」
は
、
該

記
事
は
日
本
が
青
島
返
還
を
遷
延
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
国
の
容
朦
を
許
さ

な
い
態
度
は
国
際
連
盟
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
早
速
、
反
駁
し
た
。
以
後
、

「
チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」
と

「
ノ
ー
ス

・
チ

ャ
イ
ナ

・
ス
タ
ー
」
は
、

悉
く
論
戦
を
敷
く
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
論
戦
の
中
で
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
は
、
陸
軍
が

「供
給
セ
ル
材
料

ニ
ヨ
リ
速

二
論
駁
シ
」
、
陸
軍
が
情
報
提
供
し
た

「伊
国
ノ
兵
器
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密
輸
入
」
、
「朝
鮮
事
情
」
等
に
関
す
る
他
国
批
判
記
事
を
掲
載
し
、
排
日
運
動
緩

和
と
日
本
の
政
策
説
明
、
諸
外
国
の
活
動

の
暴
露
と
批
判
を
行

い
、
「世
人
ヲ
覚

醒
セ
シ
ム
ル
様
、
着
々
普
伝
機
関
」
と
し
て
活
動
し
て
い
っ
た
。

報
」
「時
聞
報
」
「民
強
報
」
「北
方
通
信
」
に
、
「内
密
諒
解
ノ
下
」
に
、
陸
軍
関

係
を
中
心
に
情
報
を
供
給
し
た
。
編
訳
社
で
は
、
宣
伝
記
事
を
新
聞
に
掲
載
さ
せ

る
た
め
、
「営
業
補
助
ノ
意
味
ヲ
以
テ
」
毎
月
、
三
四
五
円
か
ら
二
三
〇
円
ほ
ど

3

編
訳
社
の
設
立

一
九
二
〇

(大
正
九
)
年
二
月
、
支
那
駐
屯
軍
は
、
「北
支
那
」
に
お
け
る
漢

字
新
聞
、
漢
字
通
信
の
操
縦

・
宣
伝
を
目
的

に
、
通
信
社
で
あ
る
編
訳
社
を
天
津

に
創
立
し
た
。
編
訳
社
の
仕
事
は
、
「通
信
」
の
収
集
、
「通
信
」
の
配
布
、
中
国

新
聞
の
操
縦
で
あ

っ
た
。
編
訳
社
創
設
は

「外
部

二
対
シ

一
切
秘
密
」
と
さ
れ
、

(
留
)

天
津
日
本
租
界
内

の
民
家
を
借
り
、
「
日
本
官
憲
二
関
係
ア
ル
コ
ト
ヲ
暴
露
」
し

な
い
よ
う
注
意
さ
れ
た
。
編
訳
社

の

一
か
月
経
費
は
、
通
常
費
と
新
聞
操
縦
費
を

合
わ
せ
、

一
〇
二
五
円
と
銀
五
六
九
ド
ル
で
あ
り
、
収
入
は
な

い
も
の
の
、
新
聞

を
直
接
発
行
す
る
よ
り
も
少
額
の
費
用
で
済
み
、
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
支
那
駐
屯

軍
司
令
部
か
ら
出
資
さ
れ
て
い
た
。

編
訳
社
が
、
力
を
注
い
だ
情
報
は
、
①

「山
東
問
題
二
関
ス
ル
日
本
ノ
態
度
ノ

關
明
」
と

「立
場
ノ
弁
護
」
、
②
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵

の

「真
意
義
並

二
日
本
軍
ノ
態

度
釈
明
」
、
③

「ボ
ル
セ
ビ
ズ

ム
の
思
想
的
危
険
性
」
と

「露
国
共
産
社
会
ノ
惨

状
ノ
宣
伝
」、
④

「露
国
過
激
派
政
府
ノ
世
界
的
陰
謀
」
と

「
日
本

・
支
那

二
対

ス
ル
陰
謀
ノ
指
摘
及
防
止
」
、
⑤

「華
盛
頓
会
議
ノ
真
相
詳
報
」
と

「同
会
議

二

対
ス
ル
日
本
ノ
態
度
關
明
」
、
⑥

「印
度
ノ
現
勢
」
と

「民
族
復
興
運
動
ノ
真
相

紹
介
」
、
⑦

「支
那

二
於
ケ
ル
列
強
ノ
野
心
」
と

「英
米
ノ
排
日
的
行
動
ノ
指
摘
」、

⑧

「近
時
支
那
ノ
政
変
」
と

「奉
直
戦
時

二
於
ケ
ル
日
本
ノ
絶
対
不
干
渉
主
義
、

厳
正
中
立
ノ
態
度
宣
明
」
、
⑨

「北
支
那
旱
災
」
に
対
す
る
日
本
官
民

の
救
済
事

業
の
実
況
報
道
、
⑩
間
島
事
件
の
真
相
關
明
等
、
で
あ

っ
た
。

編
訳
社
は
、
天
津

の
漢
字
新
聞
の
内
、
親
日
的
な

「天
津
日
日
新
聞
」
「大
公

図 編譯社記事項目数

出典:天 津編訳社 「宣伝機関編訳社ノ概況」1922年11月 『本邦通信機関及通信員関係

雑纂 通信機関ノ部』(外 交史料館所蔵)。
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(54

)

の

「新
聞
用
紙
」
を
提
供
し
、
「直

二
新
聞
記
事

二
採
録
」
で
き
る
よ
う
、
記
事

を
す
べ
て
漢
文
記
事
に
し
、
「周
到
ナ
ル
用
意
ト
、
巧
妙
ナ
ル
意
匠

ヲ
以
テ
」
編

集
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
聞
社
は
こ
ぞ

っ
て
転
載
し
、
編
訳
社

の
通
信
記
事
は
創

業
か
ら
九
月
末
日
ま
で
に
、
記
事
総
数

一
七
〇
七
件
、
頁
数
三
二
二
二
頁
、
新
聞

(55

)

各
紙
合
計

で
三
五
九
三
件

の
記
事
が
登
載

さ
れ
た
。
図
は
、
編
訳
社
創
立
の

一
九

二
〇
年
二
月
か
ら
陸
軍
が
記
事
送
付
を
終

了
す
る
直
前

の

一
九
二
三
年
三
月
ま
で

に
、
編
訳
社
が
新
聞
社
に
提
供
し
た
記
事
件
数
で
あ
る
。
図
か
ら
、
排
日
運
動
緩

和

へ
の
早
急
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
た
創
立
初
期

の
四
か
月
間
の
記
事
件
数
が
特

に
多
く
、
そ
の
後
は
、
ほ
ぼ
継
続
的
に

一
定
量

の
記
事
が
発
信
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

一
九
二
二
年

一
一
月
、
「陸
軍
経
費
縮
小
」
に
よ

っ
て
、
陸
軍
か
ら
編
訳
社

へ
(56

)

の
経
費
支
出
中
止
が
決
定
す
る
と
、
外
務
省

へ
事
業
の
引
き
継
ぎ
が
依
頼
さ
れ
た
。

事
業
引
継
ぎ
依
頼
書
に
は
、
編
訳
社

の
宣
伝
活
動
に
よ

っ
て
、
「支
那
人
ノ
対
日

感
情
力
、
漸
次
緩
和
」
さ
れ
、
「益
世
報

、
京
津
泰
晒
士
ノ
如
キ
、
英
米
系
排
日

新
聞
力
、
昔
日
ノ
如
ク
、
歓
迎
ヲ
受
」
け
る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
と
、
編
訳
社

の

(75

)

成
果
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿

で
は
、
対
中
国
政
策
意
見
書
に
あ
ら
わ
れ
た
、
中
国
に
お
け
る
新
聞
発
行

の
役
割
と
、
諸
外
国
が
中
国
で
新
聞
操
縦
を
行
う
こ
と
の
意
味
を
検
討
し
、
第

一

次
世
界
大
戦
後
に
、
日
本
陸
軍
が
中
国

で
行

っ
た
新
聞
操
縦
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

対
中
国
外
交
の
刷
新
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
た
寺
内
内
閣
成
立
期
に
お
い
て
、

中
国
で
の
新
聞
発
行
が
注
目
さ
れ
た
背
景
に
は
、
中
国
新
聞
や
外
国
語
新
聞
が
日

本
に
関
す
る
歪
曲
記
事
や
捏
造
記
事
を
掲
載
し
、
日
本
と
中
国
と
の
外
交
上
の
摩

擦
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
問
題
が
あ

っ
た
。
中
国
で
発
行
さ
れ
る
新
聞
は
、
政
治

党
派
か
ら
資
金
を
得
て
、
そ
の
党
派
の
意
向
に
沿

っ
て
記
事
を
掲
載
し
、
外
国
語

新
聞

の
記
事
を
す
べ
て
翻
訳
し
て
掲
載
す
る
と

い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
た
た
め
、

諸
外
国
に
と

っ
て
は
、
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
国
の
政
策
、
外
交
上

の
立
場
、
文
化
を
中
国
人
に
伝
達
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
利
用
し
や
す
い
、
有
効

な
手
段
で
あ

っ
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
の
休
戦
条
約
が
調
印
さ
れ
る
と
、
列
国
の
批
判
の
矛
先
は
日

本

へ
と
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
パ
リ
講
和
会
議
開
催
時
期
に
、
小
幡
公
使

外
交
部
訪
問
事
件
と
北
方
派

へ
の
武
器
供
給
問
題
が
生
じ
る
と
、
中
国
に
お

い
て
、

各
国
が
発
行
を
後
援
す
る
新
聞
は
、
排
日
記
事
を
盛
ん
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
排
日
運
動
を
煽
動
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
陸
軍
は
、
排
日
運
動
の
緩

和
を
目
的
と
し
て
、
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ
ィ
タ
イ
ザ
ー
」
と
編
訳
社
を
設
立
し

た
。
陸
軍
が
主
導
し
た
新
聞
社
と
通
信
社
は
、
陸
軍
と
の
関
連
性
を
極
秘
に
し
て

活
動
し
た
点
に
、
従
来
の
外
務
省
管
轄
下
の
新
聞
社
と
は
異
な
る
特
徴
を
も

っ
て

い
た
。
陸
軍
の
中
国
で
の
行
動
が
、
原
内
閣
下
の
中
国
不
干
渉
政
策
と
第

一
次
世
界
大

戦
後

の
日
本
を
危
険
視
す
る
列
強
の
存
在
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
中
で
、
陸
軍
に

よ
る
新
聞
操
縦
は
、
日
本
の
政
策

・
立
場
を

「正
当

二
」
説
明
し
、
他
国
の
批
判

に
自
衛
し
、
ま
た
他
国
の
中
国
接
近
を
牽
制
す
る
手
段
と
し
て
、
武
力
に
よ
ら
ず

に
、
中
国
人

・
在
中
国
外
国
人
に
対
し
て
直
接
的
、
継
続
的
に
働
き
か
け
る
こ
と

の
で
き
る
手
段

で
あ

っ
た
。
陸
軍
に
よ
る
新
聞
操
縦
は
、
短
期
間
で
は
あ

っ
た
が
、

平
時
の
国
際
的
な
緊
張
状
態

の
中

で
、
陸
軍
が
中
国
に
接
近
す
る
た
め
の
、
「唯

一
ノ
武
器
」

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。
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註(1
)

三
谷
太

一
郎

「「転
換
期
」
(
一
九

一
八
ー

一
九
二

一
年
)
の
外
交
指
導
-

原
敬
及
び
田
中
義

一
を
中
心
と
し
て
ー

」
篠
原

一
・
三
谷
太

一
郎
編

『近
代

日
本

の
政
治
指
導
-
政
治
家
研
究
H
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
〇
年

(復
刊
)。

(2
)

ダ
グ
ラ
ス

・
R

・
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
外
国
資
本
に
よ
る
教
育
機
関
、
医
療

施
設
、
新
聞
等
の
設
立
に
よ
る

「文
化
侵
略
」
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
と

し
た

(ダ
グ
ラ
ス

・
R

・
レ
イ
ノ
ル
ズ

「東
亜
同
文
書
院
と
キ
リ
ス
ト
教

ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
ス
ク
ー
ル
ー
半
植
民
地
下
中
国
に
お
け
る
外
国
教
育
機
関
と

の
比
較
」
ピ
ー
タ
ー

・
ド
ウ
ス

・
小
林
英
夫
編

『帝
国
と

い
う
幻
想
1

「大

束
亜
共
栄
圏
」
の
思
想
と
現
実
』
青
木
書
店
、

一
九
九
八
年
)。

(
3
)

「官
民

一
致
シ
テ
支
那
新
聞
操
縦
ノ
件
」

『大
正
八
年

四
冊
ノ
内

一

密

大
日
記

陸
軍
省
』
(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)
。

(4
)

父
公
振

『支
那
新
聞
学
史
』
小
林
保
訳
、
人
文
閣
、

一
九
四
三
年
。

(5
)

小
関
信
行

『五
四
時
期
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
同
朋
社
、

一
九
八
五
年
。

(6
)

中
下
正
治

『新
聞
に
み
る
日
中
関
係
史
ー
中
国

の
日
本
入
経
営
紙
』
研
文

出
版
、

一
九
九
六
年
。

(7
)

大
谷
正

「中
国
お
よ
び
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
外
務
省
の

「新
聞
操
縦
」
1

一
八
九
四
年
～

一
九

一
三
年
」
(1
)

(2
)
『専
修
法
学
論
集
』
第
五
五

。

五
六
合
併
号
、
第
五
七
号
、

一
九
九

二
年

二
月

・
九
月
。
同

「
「新
聞
操

縦
」
か
ら

「対
外
宣
伝
」

へ
1
明
治

・
大
正
期
の
外
務
省
対
中
国
宣
伝
活
動

の
変
遷
」
『メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
五
、

一
九
九
六
年
一
一

月
。

(8
)

北
岡
伸

一
「
二
一
ヵ
条
再
考
-
日
米
外
交
の
相
互
作
用
」
『年
報
近
代
日

本
研
究
7
日
本
外
交
の
危
機
認
識
』

山
川
出
版
社
、

一
九
八
五
年
、

一
一
九

頁
。

(9
)

宇
垣

一
成

「対
支
政
策

二
関
ス
ル
私
見
」
大
正
五
年

一
〇
月

『宇
垣

一
成

文
書
』
リ
ー
ル
1

"
1
。

(10
)

大
内
丑
之
助

「帝
国
之
対
支
方
針
私
議
」
『後
藤
新
平
文
書
』

一
二
ー
二

三
。

(11
)

後
藤
新
平

「対
支
政
策
ノ
本
案
」
『後
藤
新
平
文
書
』

一
二
ー

二
三
。

(
12
)

鶴
見
裕
輔
編

『後
藤
新
平
』
第
三
巻
、
後
藤
新
平
伯
爵
伝
記
編
纂
会
、

一

九
三
七
年
、
六
四
九
頁
。

(13
)

『寺
内
正
毅
関
係
文
書
』
四
四
三
1
8
。

(14
)

「対
支
方
針
大
綱
決
定

二
伴
ヒ
施
設
ス

ヘ
キ
細
目
」

『寺
内
正
毅
関
係
文

書
』
四
四
三
i
10
。

(15
)

田
中
義

一
「対
支
経
営
私
見
」

一
九

一
七
年
九
月

『田
中
家
文
書
』
三
三

・
三
四
。

(16
)

田
中
義

一
伝
記
刊
行
会

・
高
倉
徹

一
編

『田
中
義

一
伝
記
』
上
巻
、

一
九

五
八
年
、
六
七
五
頁
。

(
17
)

「北
京

「
ガ
ゼ
ッ
ト
」
記
事

二
関
ス
ル
件
」
『大
正
三
年

四
冊
ノ
内
四

密
大
日
記

陸
軍
省
』
(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)
。

(18
)

一
九

一
七
年
五
月
二
九
日
、
九
月
九
日
付
田
原
禎
次
郎
書
簡

『寺
内
正
毅

関
係
文
書
』
四
四
三
ー
17
。

(19
)
H
a
r
t
m
u
t
 
W
a
l
r
a
v
e
n
s
 
"
G
e
r
m
a
n
 
I
n
f
l
u
e
n
c
e
 
o
n
 
t
h
e
 
P
r
e
s
s
 
i
n
 
C
h
i
n
a
"
 
6
2

n
d
 
I
F
L
A
 
G
e
n
e
r
a
l
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
,
 
1
9
9
6
.
8
.

(20
)

「支
那
に
於
け
る
新
聞
発
達
小
史
」
『経
済
資
料
』
第
一
三

巻
第
三
号
附
録
、

南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
東
亜
経
済
調
査
局
、

一
九
二
七
年
、
四
三
頁
。

(
21
)

同
前
、
四
三
頁
。

(22
)

中
国
に
お
け
る
新
聞
の
小
規
模
経
営
と
、

一
方
で
、
新
聞
効
果
が
大
き
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
四
年
の
支
那
在
勤
帝
国
公
使
館
附
武
官
の
報
告
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も
、
次

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「北
京

二
於
ケ
ル
漢
字
新
聞

ハ
、
其

ノ

数

二
於
テ
乏
シ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、

一
般

二
小
規
模

ニ
シ
テ
資
本
ノ
如
キ
モ
、
辛

フ
シ
テ
経
営
ス
ル
ニ
足
ル
ノ
ミ
、
発
行
部
数

二
至
リ
テ
ハ
…
…
僅
々
五
六
千

部
」
を

「数

フ
ル
ハ
ニ
三
二
過
キ
ス
、
従

ッ
テ
又
読
者
ノ
範
囲
モ
想
像
シ
得

ヘ
シ
、
然
レ
共
、
発
行
部
数
ノ
多
寡

ニ
ョ
リ
未
タ
遽
カ
ニ
其
効
果
ノ
及
フ
範

囲
ヲ
臆
断
ス
ル
能

ハ
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
彼
等

一
流
ノ
筆
鋒
ヲ
以
テ
天
下

二
呼

号
ス
ル
ト
キ
ハ
、
巧

二
民
心
ヲ
収
撹

シ
、
小
新
聞
ト
錐
モ
、
軽
々
二
看
過
ス

ル
能

ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
覚

エ
シ

ム
レ
ハ
ナ
リ
」

(「北
京

二
於
ケ
ル
言
論

(漢
字
新
聞
)
」
『大
正
一
三

年

五

冊
ノ
内
五

密
大
日
記

陸
軍
省
』
防

衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)
。

(23
)

前
掲

「支
那
に
於
け
る
新
聞
発
達
小
史
」
四
四
～
四
五
頁
。

(24
)

同
前
、
四
六
～
四
七
頁
。

(25
)

「支
那
英
字
新
聞
買
収
二
関
ス
ル
件
」
『大
正

一
〇
年

六
冊
ノ
内
六

密

大
日
記

陸
軍
省
』
、
「北
京

二
於

ケ
ル
外
字
新
聞
及
外
字
通
信
社
」
『大
正

一
二
年

六
冊
ノ
内
五

密
大
日
記

陸
軍
省
』
(防
衛
研
究
所
図
書
館
所

蔵
)
。

(26
)

一
九

一
九
年
三
月
三

一
日
付
、
吉
沢
参
次
官
宛
松
村
書
簡

『新
聞
雑
誌
操

縦
関
係
雑
纂

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改
メ

「
チ
ャ
イ
ナ
、

ア
ド

ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」』
第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(
27
)

「天
津

二
於
ケ
ル
英
字
新
聞
経
営
方

二
関
シ
寺
内
中
佐
来
談
」
『新
聞
雑
誌

操
縦
関
係
雑
纂

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ト

リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改

メ

「チ
ャ
イ
ナ
、
ア

ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」』
第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(
28
)

小
幡
酉
吉
伝
記
刊
行
会
編

『小
幡
酉
吉
』
小
幡
酉
吉
伝
記
刊
行
会
、

一
九

五
七
年
、
二
四
七
～
二
四
九
頁
。

(
29
)

一
九

一
九
年
二
月

一
〇
日
発
、
参
謀
総
長
宛
松
井
大
佐
電
報

『支
那
南
北

調
停

一
件
』
第
四
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)

(
30
)

「機
密
費
増
額
ノ
件
」

『大
正
八
年

四
冊

ノ
内
四

密
大
日
記

陸
軍

省
』

(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)
。

(
31
)

一
九

一
九
年
二
月

一
一
日
発
、
内
田
外
務
大
臣
宛
有
吉
総
領
事
電
報

『支

那
南
北
調
停

一
件
』
第
四
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(
32
)

一
九

一
九
年
二
月
二
八
日
発
、
参
謀
総
長
宛
東
少
将
電
報

『支
那
南
北
調

停

一
件
』
第
四
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)。

(
33
)

一
九

一
九
年
三
月

一
日
発
、
参
謀
総
長
宛
東
少
将
電
報

『支
那
南
北
調
停

一
件
』
第
四
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)。

(
34
)

高
村
直
助

『近
代
日
本
綿
業
と
中
国
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
二
年
、

一
〇
〇
頁
。

(35
)

支
那
駐
屯
軍
司
令
官
金
谷
範
三

「排
日
運
動
二
関
ス
ル
件
上
申
」

一
九

一

九
年
七
月

『大
正
九
年

五
冊
ノ
内
五

密
大
日
記

陸
軍
省
』

(防
衛
研

究
所
図
書
館
所
蔵
)。

(36
)

「官
民

一
致
シ
テ
支
那
新
聞
操
縦
ノ
件
」
『大
正
八
年

四
冊
ノ
内

一

密

大
日
記

陸
軍
省
』

(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)
。

(37
)

同
前
。

(38
)

「
チ
ャ
イ
ナ
タ
イ
ム
ス
新
聞
社
財
政
救
助

二
関
ス
ル
件
」

一
九

一
〇
年
二

月

一
八
日

『新
聞
雑
誌
操
縦
関
係
雑
纂

「
チ
ャ
イ
ナ
、
タ
イ
ム
ス
」』
第

一

巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)。

(39
)

「英
文
週
刊

「チ
ャ
イ
ナ

・
ト
リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
(大
賓
報
ト
称

ス
)
ノ
現

況
」
『新
聞
雑
誌
操
縦
関
係
雑
纂

「チ
ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改
メ

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」』
第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(40
)

「英
字
新
聞

「チ
ャ
イ
ナ
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
」
発
行
之
件
」

一
九
〇
九
年
九

月
二
八
日

『新
聞
雑
誌
操
縦
関
係
雑
纂

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ
ュ
ウ
ン
」
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改

メ

「チ
ャ
イ
ナ
、
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」
』
第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)。

(41
)

「
「チ
ャ
イ
ナ

・
ツ
リ
ビ
ユ
ー
ン
」
記
事

二
関
ス
ル
件
」

一
九

一
四
年
五
月

八
日

『新
聞
雑
誌
操
縦
関
係
雑
纂

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改
メ

「チ
ャ
イ
ナ
、
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」』
第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(42
)

「チ

ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ

ユ
ー
ン
」
ノ
記
事

二
関
シ

「ポ
リ
チ

ッ
ク

・
ド

・

ペ
カ
ン
」
ノ
評
論
二
関
ス
ル
件
」

一
九

一
四
年
五
月

一
二
日

『新
聞
雑
誌
操

縦
関
係
雑
纂

「チ
ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改
メ

「チ
ャ
イ
ナ
、
ア
ド

ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」』
第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(
43
)

「
チ
ャ
イ
ナ

・
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
救
済

二
関
ス
ル
件
」

一
九

一
四
年
八
月
二

九
日

『新
聞
雑
誌
操
縦
関
係
雑
纂

「
チ

ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改
メ

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」』

第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)。

(
44
)

「
チ
ャ
イ
ナ
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
発
刊

二
関
ス
ル
件
」

一
九

一
四
年

一
一
月

九
日

『新
聞
雑
誌
操
縦
関
係
雑
纂

「
チ

ャ
イ
ナ
、
ト
リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改

メ

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
」
』
第

一
巻

(外
交
史
料
館
所
蔵
)。

(
45
)

「…機
密
費
増
額

ノ
件
」
『大
正
八
年

四
冊
ノ
内
四

密
大
日
記

陸
軍

省
』
(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)
。

(
46
)

前
掲

「天
津

二
於
ケ
ル
英
字
新
聞
経
営
方

二
関
シ
寺
内
中
佐
来
談
」
。

(
47
)

「北
京

「
ヘ
ラ
ル
ド
」
発
刊
停
頓
ノ
件
報
告
」
『大
正
八
年

四
冊
ノ
内
四

密
大
日
記

陸
軍
省
』
(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)
。

(
48
)

前
掲

「支
那
に
於
け
る
新
聞
発
達
小
史
」
四
七
～
四
八
頁
。

(
49
)

松
村
は
、
北
京
帝
国
公
使
館
、
青
島
守
備
軍
民
政
部
、
朝
鮮
総
督
府
、
関

東
庁

へ
も
、
補
助
金
の
要
請
を
願
い

(「英
字
新
聞
社
収
支
状
況
ノ
報
告
」

『大
正
入
年

四
冊
ノ
内
四

密
大
日
記

陸
軍
省
』
防
衛
研
究
所
図
書
館

所
蔵
)
、

一
九
二
〇
年
六
月

一
五
日
に
は
、
外
務
省
か
ら

「毎
月
銀
千
五
百

弗
宛
」
の
補
助
を
得
た
。

(50
)

「英
字
新
聞
社
収
支
状
況
ノ
報
告
」

『大
正
八
年

四
冊
ノ
内
四

密
大
日

記

陸
軍
省
』

(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)。

(51
)

「英
字
新
聞
創
立
二
関
ス
ル
報
告
」
『大
正
八
年

四
冊
ノ
内
四

密
大
日

記

陸
軍
省
』

(防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
)。

(52
)

支
那
駐
屯
軍
司
令
部

「
「チ
ャ
イ
ナ

・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
紙
ノ
効

果
」

一
九

一
九
年

一
一
月

『新
聞
雑
誌
操
縦
関
係
雑
纂

「チ

ャ
イ
ナ
、
ト

リ
ビ

ュ
ウ
ン
」
改
メ

「
チ
ャ
イ
ナ
、
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
ヒ

第

一
巻

(外

交
史
料
館
所
蔵
)
。

(53
)

「天
津
編
訳
社
創
設

二
関
ス
ル
件
」

一
九
二
〇
年
五
月
二
〇
日

『本
邦
通

信
機
関
及
通
信
員
関
係
雑
纂

通
信
機
関
ノ
部
』

(外
交
史
料
館
所
蔵
)

(54
)

「編
訳
社
ノ
概
況
」

一
九
二
〇
年
九
月
三
〇
日

『本
邦
通
信
機
関
及
通
信

員
関
係
雑
纂

通
信
機
関
ノ
部
』

(外
交
史
料
館
所
蔵
)

(55
)

「編
訳
社
事
業
拡
張
案
」

一
九

二
〇
年

一
〇
月

一
〇
日
、
天
津
編
訳
社

「宣
伝
機
関
編
訳
社
ノ
概
況
」

一
九
二
二
年

一
一
月

『本
邦
通
信
機
関
及
通

信
員
関
係
雑
纂

通
信
機
関
ノ
蔀
』

(外
交
史
料
館
所
蔵
)

(56
)

一
九
二
三
年
四
月
、
陸
軍
か
ら
の
宣
伝
記
事

の
送
付
は
終
了
し
た
。

(57
)

天
津
編
訳
社

「宣
伝
機
関
編
訳
社
ノ
概
況
」

一
九
二
二
年

一
一
月

『本
邦

通
信
機
関
及
通
信
員
関
係
雑
纂

通
信
機
関
ノ
部
』

(外
交
史
料
館
所
蔵
)。

*
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
し
た
。
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